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第10回もろやまゆずの里ウォーク
　11月23日 に、『も ろ や ま ゆ ず の 里

ウォーク』が行われました。当日は快晴

に恵まれ絶好のハイキング日和でした。

参加者は、思い思いのペースで紅葉に色

づいた里山を歩き、時折足を止め黄金色

に色づいた毛呂山特産の「ゆず」を眺め

ながら、桂木観音やゆずの里オートキャ

ンプ場を目指しました。

さ
わ
や
か
な
秋
空
の
も
と
で
！
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― ゆず子とめじろうの
住みよい町づくりチェック ―

８
か
月
で
３
０
９
件
と
い
う
こ
と
は
、
１

日
に
１
～
２
件
は
苦
情
や
相
談
が
き
て
い

る
こ
と
に
な
る
わ
ね
。

そ
う
、
こ
れ
だ
け
の
人
が
嫌
な
思
い
を
し

て
、
我
慢
で
き
ず
に
役
場
に
連
絡
を
し
て

い
る
ん
だ
。
も
ち
ろ
ん
、
不
愉
快
な
思
い

を
し
て
い
な
が
ら
、
役
場
に
話
し
て
い
な

い
人
も
い
る
か
ら
、
潜
在
的
に
は
、
も
っ

と
た
く
さ
ん
い
る
は
ず
だ
よ
。

迷
惑
を
し
て
い
る
人
も
、
苦
情
を
受
け
た

人
も
、
と
て
も
嫌
な
気
持
で
し
ょ
う
ね
。

苦
情
の
内
容
を
み
て
み
る
と
、
少
し
周
り

の
人
の
こ
と
を
思
い
や
っ
て
、
気
を
つ
け

て
さ
え
い
れ
ば
、
解
決
で
き
る
こ
と
が
多

い
ん
だ
。

誰
か
に
迷
惑
を
か
け
て
い
る
と
い
う
こ
と

に
、
気
づ
い
て
い
な
い
場
合
も
あ
る
わ
よ

ね
。

そ
う
な
ん
だ
よ
。
で
も
悪
気
は
な
く
て
も
、

相
手
の
人
は
、
と
て
も
つ
ら
い
思
い
を
し

て
い
る
こ
と
も
あ
る
ん
だ
。

私
も
、
誰
か
に
迷
惑
を
か
け
て
い
た
ら
ど

う
し
よ
う･

･
･

。

お
も
に
、
役
場
に
ど
ん
な
苦
情
や
相
談
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
か
を
チ
ェ
ッ
ク
し
な
が

ら
、
自
分
の
行
動
を
見
直
し
て
み
よ
う
。

特集　身近な困りごと

役場に寄せられた

身近な困りごと

特集

４月から11月のあいだに、

役場生活環境課に寄せられた苦情や相談などは、309件にのぼります。

皆さんは、どのようなことで困っているのでしょうか？

より暮らしやすい町づくりのために、何に気をつけたらいいのでしょうか？
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CASE 1 雑草・枝木

・隣の家の枝木が、自宅のほうまではみ出てき

  て、迷惑しています。

・空き地に雑草が伸び放題で困っています。

　このケースでは、土地の所有者にお願いして、枝を切ったり、雑草を

刈ったりしてもらいました。

　枝木が隣の敷地まで伸びてしまうと、隣の家の人の庭の景観を損ねた

り、落ち葉や虫などで迷惑をかけてしまいます。また、道路にはみ出る

と、見通しが悪くなり、交通事故などの原因になります。

　雑草が伸びると、外から敷地内がよく見えないため、ごみを捨てられ

たり、不審者が隠れる可能性があったりして、防犯上、好ましくありま

せん。冬になって草が枯れると放火される危険性もあります。

草木は手入れをしないと、人に迷惑をかけてしまうんだね。

こんなこ とで 困 てっ すま

そうなんだ。それに、木を伸び放題にしておくと、そこにス

ズメバチが巣を作ってしまうことがあるんだよ！

309件の苦情や相談のうち、約100件はスズメバチに関する

ことなんだけど、生け垣などの風通しをよくすれば巣を作ら

れにくくなるので、こまめに剪
せんてい

定することが肝心なんだ。ま

た、巣を作られそうな容器などを外へ置きっぱなしにしない

ことも大切だね。

でも、自分で木を切ったり、雑草を刈った

りすることができない人もいるんじゃない

かしら？

シルバー人材センターなどに頼むという方法もあるよ。

シルバー人材センター

へのお問合せは

ｔ 049(294)7222

特集　身近な困りごと

こ
れ
が
ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
だ
よ

スズメバチ

3cm

4cm
〜
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近所の飼い猫が、庭に入ってきてふん尿をした

り、ゴミをあさったりして、周りを汚してしまっ

ています。鳴き声もうるさくて困っています。

犬
の

苦
情

　被害の多い場所に看板を設置し、ふんはかならず持ち帰

り、トイレに流すように注意を促しています。ふんにはサ

ルモネラ菌や大腸菌などの細菌が付着している場合があ

り、寄生虫や細菌の感染経路になる恐れがあります。地面

を掘って埋めても、簡単に土には還りません。掘り返され

たり、雨風で露出してしまい、同様の危険性があります。

　また、むだ吠えの原因は、散歩や食事の催促だったり、

愛情や運動不足のストレスだったりすることがあります。

できる範囲内で犬の要求にこたえてあげたり、スキンシッ

プを十分にとって、ストレス発散をさせてあげてください。

　猫はなるべく室内で飼うように指導をしています。家の外ではほかの猫

に病気をうつされたり、ケンカや交通事故、迷子になる危険などがありま

す。４月から11月の８か月の間に、交通事故で約80匹の猫が命を落とし

ました。猫のためにも、家の中で飼うようにしましょう。

　また、野良猫に餌
えさ

を与えた場合は、その猫の飼育者（所有者）とみなさ

れます。野良猫に餌を与える場合は、飼育者としての自覚と責任を持ちま

しょう。

CASE 2 犬・猫

い
多
番
一

犬のふんはこう

やって処理をす

ると手が汚れな

いわよ

犬や猫は、自分でふん尿の後始末ができないもの。ふん尿

の問題は、飼い主の責任よね。

散歩のとき、ビニール袋とスコップを持っていても、ふんを

拾わない人もいるんだ。このような「見かけだけ」の飼い主

がいると、きちんとふんの処理をしている人まで疑われて、

とても嫌な思いをしているんだよ。

動物を飼うなら、責任をもって、きちんと世話をしてあげ

なくてはね。犬を飼うときは、犬の登録と年１回の予防注

射が必要よ。

猫

道端に犬のふんがたくさん落ちていて、とても

不愉快な思いをしています。また、犬のむだ吠

えなどもうるさくて困っています。

特集　身近な困りごと

くるりとひっく
り返して、口を
閉じる

ふんのうえにト
イレットペーパ
ーをかぶせる

ビニール袋を手
袋のようにして
ふんをつかむ



CASE 3 煙・排気ガス

・野焼きの煙に困っています。

・家の隣の駐車場から、いつも排気ガスが入っ

  てきて息苦しい思いをしています。

　野焼き（野外焼却）は、ダイオキシン対策のため、農業などを営

むためにやむを得ないものや、日常生活のうえで通常行われる軽微

なものを除いて、構造基準を満たした焼却炉以外では禁止されてい

ます。

駐車場が民家に隣接し

ている場合は、前向き

駐車がマナーだよ！

煙や排気ガスは空気に

のって、広がっていくか

ら、気づかないところで

迷惑をかけている場合が

　あるのよね

地域内のコミュニケーションを深めることで、
互いを思いやる気持が芽生えていきます。

今回紹介したケース以外にも、騒音やごみ出しのマナーが悪いなどの苦情

が役場に多く寄せられています。人は集まると、お互いに迷惑をかけたり、

かけられたりするものです。今は、地域内のコミュニケーションが希薄になっているため、なかなかお互い

に分かり合えず、相手の行為に対してすぐにカッとなったり、被害者意識を持つ人が増えています。しかし、

振り返ってわが身を見ると、自分も他の人に迷惑をかけていることがあるのです。

　役場に寄せられる苦情や相談のなかには、それぞれが他人に迷惑をかけないようにと配慮したり、お互い

さまだからと許しあうことで解決できる問題が少なくありません。隣近所とよい人間関係を構築し、相手を

思いやることで、不愉快な思いをすることが少なくなり、住みよい町になると思います。

INTERVIEW 
毛呂山町役場生活環境課　課長　上村伸二
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特集　身近な困りごと
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秋のイベント
ズームアップ

秋は、一年でもっとも毛呂山町が活気づく季節です。

町内では様ざまな行事が開催されました。

写真を見ながら、芸術に、食べ物に、ウォーキングにと

思いきり楽しんだ秋の一日を振り返ってみましょう。	

　11月23日、『第10回もろやまゆずの里ウォーク』が開催され、

約1,800人が参加しました。当日は、快晴に恵まれ、絶好のハイキ

ング日和となりました。参加者は、黄色く色づいたゆずを眺めたり、

紅葉の里山をそれぞれのペースで歩き、ゆずの里ウォークを楽しんで

いました。

もろやまゆずの里ウォーク

　休憩所のゆずの里オートキャンプ場で

は、ゆず湯のサービスや地元の事業者に

よる出店が行われ、おしるこや豚汁、焼

きそばなどが販売されました。午後３時

ごろには、ほとんどの参加者が下山し、

完歩賞のゆずをもらい、とても嬉しそう

でした。

　14Kmコースの折り返し地点、
　桂木観音でゆず湯のサービス

休憩所のオートキャンプ場で
ゲームを楽しむ▲

▲
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鎌北湖紅葉まつり
　11月24日、『第9回鎌北湖紅葉まつり』が開催さ

れました。今年は、産業まつりで選ばれた3人のゆず

娘をモデルに撮影会が行われ、町内はもとより町外

からも多くのカメラマンが詰めかけ、熱心に写真撮

影を行っていました。カメラマンの一人に、ゆず娘

の感想を聞くと、「はじめは緊張している様子でし

たが、撮影が進むと緊張もほぐれて、自然な笑顔を

見せてくれたので、良い写真が撮れました」と話し

てくれました。

新しき村９０周年記念祭

　11月15日に、福祉会館で『新しき村90周年記念

祭』が開催されました。このイベントは、大正７年

（1918）、宮崎県木
きじょうちょう

城町に新しき村が開村してか

ら90年になるのを記念して開催されたもので、世界

的バイオリニストの石川静
しずか

さんらのコンサート、毛

呂山中学校吹奏楽部による演奏、落語、お楽しみ抽

選会などが行われました。会場には500人余りの人

が集まり、楽しいひとときを過ごしました。

ふれあい広場
　11月9日に、役場来客駐車場で『第18回ふれあ

い広場』が開催されました。福祉関係団体による模

擬店、授産品の販売のほか、手話、車いす、アイマ

スク体験なども行われました。ステージでは、川角

小学校の鼓笛演奏や人形劇団オッぺによるソーラン

節、あいあい園によるマリンバ演奏などが行われた

ほか、第二団地みこし保存会による、おみこしを担

いでの会場内練り歩きも行われました。会場は、多

くの人で賑わい、熱気にあふれていました。

毛呂山町音楽祭

　11月8日、福祉会館で『第35回毛呂山町音楽

祭』が開催されました。当日は、小・中学生、高校

生やサークルなど16団体が出場し、日ごろの練習成

果を披露しました。会場内には、勇壮な太鼓の音や

美しいハーモニーが響きわたり、観客席からは大き

な拍手が沸き起こっていました。
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　農業部門では、ゆずや梅の加工品に加え、

手打ちそば、大福、赤飯、豚汁の販売なども

行われ、多くの人で賑わいました。また、俵

かつぎ大会や梅干の種飛ばし大会も行われま

した。

産業まつり

農業部門 商工業部門

　商工業部門では、

昨年に引き続き『第

2回ゆず娘コンテス

ト』が開催されまし

た。40人の応募者

のなかから書類審査

で8人が選ばれ、コ

ンテストが行われま

した。コンテストで

は、チアダンスや歌

の披露などが行われ、多くの人が声援を送っていました。厳正な

審査の結果、3人のゆず娘が選ばれ、今後２年間の任期で、様ざま

なイベントに参加し、広報活動を行っていきます。

　今年の２月に、毛呂

山町と友情都市盟約

書の締結を行った、宮

崎県木
きじょうちょう

城町も出店しま

した。木城町のブース

では、パネルの展示や

地鶏の無料配布も行わ

れ、多くの人で賑わい

ました。

　11月15日、16日に『第15回毛呂山町産業まつり』が開催されました。今年も農
業部門がＪＡいるま野毛呂山支店、商工業部門が役場来客駐車場、行政部門が役場中
庭を会場として行われ、多くの人で賑わいました。各会場では、ゆず、梅の加工品、
旬の野菜の直売、ゆずワインやうどん、焼き鳥など地元の商店が出店し、多くの品物
が販売されました。訪れた人は、あちこちのブースをのぞいては、買い物を楽しんで
いました。このほか、豚汁や大福の無料配布なども行われ、会場では長蛇の列ができ
ていました。



（大会結果）

本大会　優　勝　毛呂山オリオンズ　　

　　　　準優勝　上福岡パワーズ　　　

　　　　第３位　川越西ファイターズ

　　　　　　　　妻沼ホーマーズ

ジュニア大会　優　勝　高
たかしな

階キングス　　

　　　　　　　準優勝　坂戸グリーンファイターズ

　　　　　　　第３位　越生グローイングス

　　　　　　　　　　　上福岡ジュピターズ

特別点検 ゆずの里商店街秋祭り

　11月９日、泉野小学校で『西入間支部・消防署

連合特別点検』が開催されました。当日は、毛呂山

町、鳩山町、越生町の各消防団と西入間広域消防組

合の人員、服装、規律の点検および機械器具の点検

が行われました。消防団の規律のとれた動作や機械

器具を素早く点検する動作などから日ごろの訓練の

成果がうかがわれました。

　11月22日に、埼玉縣信用金庫毛呂山支店前の駐

車場（通称：いちょう広場）で『ゆずの里商店街秋

祭り』が開催されました。会場では、願
がんまとう

的当て大会

やビンゴゲームのほか、フルート演奏やアコーディ

オン、カラオケ、マジックショーなどが行われ、賑

わいを見せていました。

名球会メモリアルカップ

　11月2日、９日の二日間にわたり、大類ソフトボー

ルパークをメイン会場に『第14回名球会メモリアル

カップ毛呂山少年野球大会』が開催されました。町内

外から本大会、ジュニア大会ともに各16チームが集ま

り、熱戦を繰り広げました。

　この大会は、毛呂山町大類グラウンド竣工の際、日

本プロ野球名球会が来町したことを記念し、翌年から

開催されています。大会初日の開会式には名球会会員

である元西武ライオンズの山崎裕之さんによる野球指

導や名球会からのプレゼント抽選会も行われました。
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が
で
き
る
よ
う
、
常
に
意
を
く
だ
き
工

夫
を
凝
ら
し
て
い
ま
す
。

　

二
学
期
制
の
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
は
授

業
時
間
数
が
増
え
る
こ
と
。
本
校
で
は

二
学
期
制
に
よ
り
増
加
し
た
授
業
時
間

数
を
児
童
の
「
確
か
な
学
力
」
の
育
成

に
向
け
、
国
語
と
算
数
を
中
心
に
、
学

校
を
あ
げ
て
指
導
法
の
工
夫
・
改
善
に

取
り
組
み
、
全
教
員
が
研
究
授
業
を
積

極
的
に
行
い
、
授
業
の
質
の
向
上
を
目

指
し
努
力
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　

ま
た
今
年
度
は
、
児
童
の
体
力
向
上

を
目
指
し
、
体
育
朝
会
の
毎
週
実
施
（
水

曜
日
）
や
、
体
育
主
任
に
よ
る
示し

は
ん範

授

業
、
埼
玉
県
水
泳
指
導
員
を
招

し
ょ
う
へ
い

聘
し

て
の
高
学
年
水
泳
実
技
指
導
、
体
育
指

導
ア
シ
ス
タ
ン
ト
に
よ
る
実
演
指
導
な

ど
、
様
ざ
ま
な
角
度
か
ら
児
童
の
体
力

向
上
に
向
け
た
取
組
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

充
実
感
や
達
成
感
を
味
わ
い
、
集
団

へ
の
所
属
感
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る

四
季
折
々
の
学
校
行
事
や
体
験
的
な
活

動
は
、
子
ど
も
た
ち
が
そ
の
準
備
や
練

習
段
階
か
ら
の
取
組
に
積
極
的
に
参
加

す
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
意
味
あ
る
大
き

な
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
本
校
で
は
、
で
き
る

限
り
効
果
的
に
年
間
学
校
行
事
な
ど
を

設
定
し
、
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
運
動

会
へ
の
取
組
で
は
７
月
か
ら
準
備
や
練

習
を
開
始
し
、
丁
寧
に
一
生
懸
命
取
り

組
み
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
校
内
音
楽
会
や
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
大
会
、
こ
ど
も
を
ま
も
る

家
な
ど
の
方
が
た
と
の
交
流
会
、
親

子
除
草
作
業
、
持
久
走
大
会
や
各
種

朝
会
（
く
す
の
木
・
音
楽
・
体
育
・

福
祉
・
児
童
・
あ
い
う
え
お
朝
会
な

ど
）、
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
さ
ん
に
よ
る
お
は
な
し
会
な
ど
が

学
校
生
活
に
張
り
と
潤

う
る
お

い
を
も
た
ら

し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

授業研究会（２年） 夏休み子ども勉強会（全児童対象）

こどもを守る家などの方がたとの交流会

縦割り遊びグループで

体育朝会の風景

　

学
校
二
学
期
制
が
始
ま
り
２
年
目
の

今
年
。

　

光
山
小
で
は
こ
の
制
度
の
よ
さ
が
四

季
折
々
の
子
ど
も
た
ち
の
学
び
の
な
か

で
、
大
い
に
発
揮
さ
れ
る
よ
う
さ
ら
に

工
夫
・
改
善
し
、
20
年
度
に
お
け
る
本

校
の
歩
み
を
着
実
に
進
め
て
い
ま
す
。

　

『 

心
豊
か
な
子

　
　
　
　

す
す
ん
で
学
ぶ
子

　
　
　
　
　
　
　

た
く
ま
し
い
子
』

の
育
成
を
目
指
し
、
本
校
で
は
、
二
学

期
制
の
導
入
で
得
ら
れ
た
「
ゆ
っ
く
り
」

と
し
た
時
間
の
な
か
で
、
「
じ
っ
く
り
」

学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
様
ざ
ま
な

教
育
活
動
に
工
夫
し
て
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

と
く
に
、
授
業
を
は
じ
め
、
四
季
折
々

の
行
事
や
各
種
活
動
の
推
進
に
あ
っ
て

は
、
子
ど
も
た
ち
の
心
に
「
火
」
を
つ

け
、
「
や
る
気
の
炎
」
を
燃
や
す
こ
と

運動会の応援風景

10

光山小学校
  

子
ど
も
の
心
に

火
を
燃
や
す

  

四
季
折
々
の
行
事
で

力
を
つ
け
る

395人の宝の子たちが学ぶ
ひまわりの学校
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319　光山小学校

５年　新
に っ た

田　真
ま さ や

也くん

「虫のせかいは楽しいな」

「自転車と秋風」

２年　柳
やなぎさわ

澤　詩
し の

乃さん

５年　堀
ほりこし

越　みのりさん

「自転車で行った
楽しい広場」

 ｔ (295)1015　

1月の休館日
■遊びにおいでよ！　ぴょんぴょん広場

日　時　1月14日(水)、21日(水)  
　　　　午前10時30分～11時30分
対　象　2歳前後の子とその保護者
内　容　体操・ふれあい遊び・ おはなしなど
　　　　（申込み不要）

■おはなし会■子ども映画会
日時　1月10日(土）

　　　午後2時～3時

定員　先着50人

内容　「こま撮りえい

　が  こまねこ」

日時　1月24日(土）
　　　午後2時～2時30分
内容　おはなし、絵本の読み
聞かせ、紙芝居など
対象　1歳から小学生まで。
小さなお子さんは、保護者
同伴でご参加ください。

　　　ある病院に入院した、嫌わ
れ者の偏屈じいさん大貫と一日し
か記憶のもたない少女パコとの心
温まる奇跡の物語。」

■本の紹介

「と

『パコと魔法の絵本』
関口　尚

ひさし

／著　幻冬舎／出版　

■おやじ広場  ～お父さんと科学遊び～

日　時　1月17日(土)午前10時30分～11時30分
内　容　炭酸ロケットほか
対　象　小学生とそのお父さん
費　用　１家族150円
定　員　先着10組
申込み　1月6日(火)から10日(土)までに、児童館に費
用を添えてお申し込みください。

毎週日･月曜日、1日祝～5日月

　　　 界的オペラ歌手が自らの
経験から独自に開発した、ボイ
ス・トレーニング法。声で仕事
をしている人、いい声になりた
い人、カラオケ上手になりたい
人必読！」

「世
『声
こえぢから

力トレーニング』島村　武男／著　リヨン社／出版　

■幼児クラブ

　遊びを中心に、子どもの社会性とお母さんとの触れ
あいを深め、親同士の交流を目的とした教室です。
期　日　火曜コース／1月27日(火)から毎週火曜日
　　　　（全7回）
　　　　木曜コース／1月29日(木)から毎週木曜日
　　　　（全7回）
時　間　午前10時～11時30分
場　所　児童館
対　象　3・4歳児（平成16年4月2日～平成18年4月
1日生）とその母親
内　容　体操・お絵かき・工作など
申込み　1月8日(木)午前9時から児童館または電話
でお申し込みください（1人1組まで）。

1月の休館日

貸出点数（貸出期限）
   図書・雑誌・紙芝居など／１人10点まで（3週間）
　ビデオ・ＣＤ・ＤＶＤ・カセット／１人3点まで（1週間）

図書館へ行こう ぼくらのキャンパス
毎週月曜日
1日祝～5日月

訂
正　

先
月
号
の
図
書
館
の
年
末
年
始
の
休
館
日
を
1
月
3
日（
土
）
ま
で
と
記
載
い
た
し
ま
し
た
が
、

正
し
く
は
1
月
5
日
（
月
）
ま
で
で
し
た
。
訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

ｔ(295)4111児童館へ行こう
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
地
域
内
で
行
わ

れ
て
い
る
様
ざ
ま
な
交
流
活
動
を
紹
介
し

て
い
き
ま
す
。
今
回
は
、「
平
山
区
ふ
れ
あ

い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
は
子
ど

も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
様
ざ
ま
な
年
代
の

人
が
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通
じ
て
交
流
す

る
事
業
で
、
社
会
福
祉
協
議
会
が
中
心
と

な
っ
て
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

平
山
で
、「
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ

ン
」
の
役
員
を
務
め
る
村
田
三
夫
さ
ん
と

村
田
芳
次
さ
ん
に
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

　
「
平
山
区
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」

で
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
を
対
象

に
、
夕
涼
み
会
や
ミ
ニ
文
化
祭
、
敬
老
会
、

会
食
会
、
布
ぞ
う
り
作
り
、
う
ど
ん
作
り
、

餅
つ
き
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

敬
老
会
で
は
、
子
ど
も
が
高
齢
者
と
一

緒
の
席
に
座
り
、
舞
台
で
歌
を
唄
っ
た
り
、

高
齢
者
に
手
作
り
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
し
た
り
し
ま
す
。
会
食
会
で

は
、
町
保
健
師
の
話
や
警
察
官
に

よ
る
振
り
込
め
詐
欺
予
防
の
講

話
を
聞
く
な
ど
、
自
ら
学
ぼ
う

と
す
る
積
極
的
な
内
容
に
な
っ

て
い
ま
す
。
夕
涼
み
会
も
以
前

は
、
子
ど
も
に
花
火
を
配
っ
て
、

映
画
を
見
せ
て
終
わ
り
で
し
た
。

現
在
は
、
盆
踊
り
を
中
心
に
焼
き
そ
ば
や

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
を
用
意
し
て
皆
で
楽
し

む
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
そ
の
お
か
げ
で
、

毎
年
約
２
０
０
人
が
参
加
し
ま
す
。

　

ま
た
、
何
よ
り
力
強
い
の
は
、
サ
ロ
ン

の
運
営
を
30
人
い
る
役
員
が
力
を
合
わ
せ

て
行
っ
て
い
る
こ
と
。
そ
し
て
、
地
区
の

人
が
、
臼う

す

、
杵き

ね

、
セ
イ
ロ
、
釜か

ま

な
ど
の
道

具
や
小
豆
、
ネ
ギ
、
さ
つ
ま
い
も
な
ど
の

食
材
を
持
ち
寄
っ
て
く
れ
る
こ
と
で
す
。

　

サ
ロ
ン
の
運
営
は
、「
自
分
た
ち
で
汗
を

か
い
て
餅
つ
き
を
し
た
り
、
布
ぞ
う
り
を

作
っ
た
り
す
る
過
程
を
楽
し
め
る
よ
う
に

す
る
と
地
域
の
人
も
自
分
た
ち
の
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
参
加
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
」。
そ
し
て
、「
苦
に
な
ら
な
い
程
度

に
行
う
こ
と
。
継
続
し
て
い
く
こ
と
。
子

ど
も
会
の
協
力
を
得
る
こ
と
が
成
功
の
秘

訣
で
す
」「
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
人
と
顔
見

知
り
に
な
っ
た
り
、
交
友
関
係
を
広
げ
る

き
っ
か
け
づ
く
り
を
し
た
い
」
と
二
人
は

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
「
地
域
内
交
流
」
の
紹
介
は
、
今
後
も
掲

載
し
て
い
き
ま
す
。

　

毛
呂
山
で
は
か
つ
て
１
月
１
日
に
始
ま

る
正
月
の
こ
と
を
「
大
正
月
」、
１
月
15

日
を
「
小
正
月
」
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。

暦こ
よ
みの

う
え
で
は
、
元
旦
と
と
も
に
春
を
迎

え
た
と
さ
れ
、
こ
こ
か
ら
一
連
の
新
春
行

事
が
始
ま
り
ま
す
。

　
「
大
正
月
」
の
行
事
は
男
が
中
心
と
な

り
、
三
が
日
の
食
事
は
そ
の
家
の
男
性
が

作
る
と
か
、
松
の
内
（
１
月
７
日
）
ま
で

の
間
は
白
い
も
の
し
か
食
べ
て
は
い
け
な

い
な
ど
の
禁き

ん
き忌
が
あ
り
、
多
く
の
家
庭
で

行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
親
戚
縁
者

が
集
ま
っ
て
新
年
を
寿こ

と
ほぎ
、
飲
食
を
振
舞

う「
大
番
」も
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
れ
は「
大

番
振
舞
い
」の
語
源
と
な
っ
た
言
葉
で
す
。

　
「
大
番
」
が
男
性
主
体
の
正
月
で
あ
る

の
に
対
し
、
小
正
月
は
「
女
の
正
月
」
と

い
わ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
小
正
月
を

境
に
正
月
行
事
は
ほ
ぼ
終
了
し
、
食
事
も

日
常
の
も
の
へ
と
戻
り
ま
す
。
１
月
15
日

に
小あ

ず
き
が
ゆ

豆
粥
を
食
べ
て
も
よ
い
と
い
う
伝
承

が
毛
呂
山
に
も
残
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

は
こ
の
日
か
ら
白
い
も
の
（
食
物
）
を
汚

し
て
も
い
い
と
い
う
意
味
を
持
ち
、
正
月

期
間
の
終
わ
り
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
正
月
行
事
の
次
に
、
春
の

養よ
う
さ
ん蚕

を
始
め
る
前
の
「
オ
シ
ラ
講
」
と
い

わ
れ
る
女
性
の
集
ま
り
が
あ
り
、
今
も
こ

の
呼
び
方
が
残
っ
て
い
る
地
域
も
あ
り
ま

す
。
オ
シ
ラ
講
と
は
、
古
く
は
地
域
の
女

性
た
ち
が
食
材
を
持
ち
寄
っ
て
集
ま
り
、

飲
食
し
、
養
蚕
の
神
様
で
あ
る
「
オ
シ
ラ

様
」
を
祀ま

つ

っ
て
そ
の
年
の
蚕
の
豊
作
を
願

う
行
事
で
し
た
。
オ
シ
ラ
様
は
、
馬
の
花

嫁
に
な
っ
た
娘
が
神
に
な
り
、
繭ま

ゆ

と
な
っ

た
な
ど
の
説
話
を
も
ち
、
い
ず
れ
も
女
神

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ふ
だ
ん
は
た
と
え
近
隣
で
あ
っ
て
も
女

性
同
士
が
集
ま
っ
て
歓
談
し
た
り
、
飲
食

を
共
に
す
る
こ
と
の
な
か
っ
た
時
代
に
、

女
性
だ
け
で
お
お
っ
ぴ
ら
に
楽
し
め
る
貴

重
な
娯
楽
日
だ
っ
た
と
も
い
え
ま
す
。
オ

シ
ラ
講
は
そ
の
後
、
養
蚕
が
行
わ
れ
な
く

な
っ
て
か
ら
も
地
域
女
性
の
交
流
の
場
と

し
て
継
続
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

男
性
中
心
の
か
つ
て
の
行
事
の
な
か
に

も
女
性
を
楽
し
ま
せ
る
行
事
が
あ
っ
た
こ

と
は
、
日
ご
ろ
苦
労
し
て
い
る
女
性
を
尊

重
す
る
気
風
が
あ
っ
た
と
い
え
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

始まっています　地域内交流！
「
平
山
区
ふ
れ

あ
い
・
い
き
い

き
サ
ロ
ン
」

楽しい「布ぞうり作り」

みんなで「お餅つき」

左：村田芳
よ し じ

次さん

右：村田三
み つ お

夫さん

川角地内のオシラ講で祀
られたオシラ様の掛軸

新春と女性

～女の正月、オシラ講～

文化財シリーズ190
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毛呂山町役場　察（295）2112・捌（295）0771

　

年
末
年
始
の
高
倉
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
と
川
角
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
の

業
務
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
収
集

　

ご
み
・
資
源
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
で

収
集
日
を
確
認
し
て
、
ご
み
と
資
源

を
き
ち
ん
と
分
け
て
、
決
め
ら
れ
た

時
間
・
集
積
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

休
業
日　

12
月
31
日
水
～
１
月
４
日
日

◆
搬
入
受
付

　

年
末
の
受
付
は
、
ご
み
・
資
源
の

排
出
が
増
え
、
た
い
へ
ん
混
み
合
い

ま
す
。
年
末
を
避
け
、
で
き
る
だ
け

早
い
時
期
に
搬
入
さ
れ
ま
す
よ
う

に
、
ご
計
画
・
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

年
末
の
受
付
最
終
日
時

　

12
月
30
日
火
午
後
４
時
ま
で

年
始
の
受
付
開
始
日
時

　

１
月
５
日
月
午
前
８
時
30
分
か
ら

粗
大
ご
み
の
電
話
予
約
の
受
付

　

ｔ
２
７
２―

３
３
４
４

・
年
末
の
受
付
最
終
日
時
／
12
月
26 

日
金
午
後
４
時
ま
で

・
年
始
の
受
付
開
始
日
時
／
１
月
5

日
月
午
前
８
時
30
分
か
ら

※
粗
大
ご
み
の
引
き
取
り
は
、
年
末

に
か
け
て
、
非
常
に
多
く
な
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
確
実
な
引
き
取

り
を
行
う
た
め
に
、　

年
末
を
避
け

て
の
予
約
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

問　

高
倉
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
鶴
ヶ

　

島
市
高
倉
５
９
３―

４
）
ｔ
２
７
１―

　

１
５
０
０
、
川
角
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ

　

ザ
ｔ
２
９
４―

４
１
１
５

　

坂
戸
地
区
衛
生
組
合
で
は
、
年
末

年
始
の
受
入
業
務
を
、
次
の
と
お
り

行
い
ま
す
。

年
末
の
業
務
最
終
日
時

　

12
月
29
日
月
午
前
８
時
45
分
～
午

後
０
時
15
分
、
午
後
０
時
45
分
～
４

時
40
分
ま
で

年
始
の
業
務
開
始
日
時

　

１
月
５
日
月
午
前
８
時
45
分
か
ら

問　

坂
戸
地
区
衛
生
組
合
（
坂
戸
市
上

　

吉
田
６
５
１―

１
）
ｔ
２
８
３―

３
５

　

６
１

休
業
日　

12
月
29
日
月
、
１
月
１
日

　

祝
～
１
月
４
日
日

火
葬
の
予
約
受
付　

年
中
無
休
で
、

　

電
話
で
受
付
を
行
い
ま
す
（
受
付

　

時
間
／
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

　

時
）
。

問　

広
域
静
苑
組
合
越
生
斎
場
（
越

　

生
町
鹿か

の
し
た下

３
３
８―

６
）
ｔ
２
９
２―

　

５
９
５
５

施　設　名 電話番号
12月 1月

25日㈭ 26日㈮ 27日㈯ 28日㈰ 29日㈪ 30日㈫ 31日㈬ 1日㈭ 2日㈮ 3日㈯ 4日㈰ 5日㈪ 6日㈫ 7日㈬

役 場 ｔ(295)2112 ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○

児 童 館 ｔ(295)4111 ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○

福 祉 会 館 ｔ(295)3111 ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○

山 根 荘 ｔ(294)5545 ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○

保 健 セ ン タ ー ｔ(294)5511 ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○

総 合 公 園 ｔ(294)7101 ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○

中 央 公 民 館 ｔ(294)1250 ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○

東 公 民 館 ｔ(295)2277 ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○

図 書 館 ｔ(295)1015 ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○

歴 史 民 俗 資 料 館 ｔ(295)8282 ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○

教 育 セ ン タ ー ｔ(295)0622 ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○

デイサービスセンター ｔ(276)7977 ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○

公 共 下 水 道 組 合 ｔ(294)9333 ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○

公 共 施 設
年末年始の業務案内

◆年末年始の業務内容一覧表◆
※●印は休業日

※休業中のお問い合わせや戸籍などの届出は、役場ｔ（295）2112 で受け付けています。
（注１）午前中のみ開館します。
（注２）利用できませんが、利用申込書の提出は受け付けます。

広
域
静せ

い
え
ん苑
組
合
越
生
斎
場
の

　
　
　
　

年
末
年
始
の
業
務

坂
戸
地
区
衛
生
組
合
の

　
　
　

年
末
年
始
の
業
務

年
末
年
始
の
ご
み
・
資
源
の

　
　
　
　

収
集
・
搬
入
受
付

（
注
１
）（
注
２
）
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■中央公民館 ｔ (294)1250

■東公民館 ｔ (295)2277

■歴史民俗資料館 ｔ (295)8282

 ｆ (295)8297

■総合公園体育館 ｔ (294)7179

■福祉会館(社会福祉協議会) ｔ (295)3111

 ｆ (295)7258

■保健センター ｔ (294)5511

 ｆ (295)5850

休日納税窓口　1月31日(土)・2月1日(日)

　　　　　　　午前９時～午後３時

夜間納税窓口　1月30日(金)午後８時まで 

場・問　税務課納税係ｔ内線193・194

毎月末の土・日曜日は
納税・納入窓口を開設しています

㊐･････日　時　　場･････場　所

定･････定　員　　対･････対象者

料･････料金・費用

申･････申込み　　問･････問合せ先

ｔ･････電話番号

ｆ･････ファクス番号

ｅ･････電子メールアドレス

ｈ･････ホームページアドレス

公共施設電話案内

毛呂山町役場
　ｔ（２９５）２１１２
　ｆ（２９５）０７７１

休日納入窓口　1月31日(土)・2月1日(日)

　　　　　　　午前９時～午後３時

内容　保険料の納入、口座振替の申込み（通

帳と銀行届出印が必要）、納入相談

場・問　高齢者支援課保険料係

　ｔ内線１５８・１５９

税金

・長寿医療（後期高齢者医療）保険料
介護保険料

　

埼
玉
県
交
通
安
全
対
策
協
議
会

で
は
、
埼
玉
県
内
に
在
住
す
る
交

通
遺
児
な
ど
を
対
象
に
、
援
護
金

を
給
付
し
て
い
ま
す
。

給
付
対
象
遺
児　

埼
玉
県
内
に
在

　

住
す
る
乳
幼
児
な
ら
び
に
小
・

　

中
・
高
等
学
校
お
よ
び
各
種
学

　

校
な
ど
に
在
学
す
る
平
成
２
年

　

４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
交

　

通
遺
児
な
ど
で
、
左
記
の
表
に

　

掲
げ
る
世
帯
に
属
す
る
人

給
付
額　

遺
児
１
人
に
つ
き
年
額

　

５
万
円

給
付
時
期　

平
成
21
年
４
月
下
旬

　

に
給
付
（
給
付
日
は
未
定
）

申
請
書
類　

役
場
、
学
校
な
ど
に

　

あ
る
「
交
通
遺
児
援
護
基
金
の

　

し
お
り
」
を
参
照
。

提
出
期
限
お
よ
び
提
出
先　

２
月

　

２
日
月
ま
で
に
み
ず
ほ
信
託
銀

　

行
浦
和
支
店
（
〒
３
３
０―

０

　

０
６
２
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
仲

町
１―

４―

９
）
に
郵
送
ま
た

は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問　

埼
玉
県
交
通
安
全
対
策
協
議

　

会
（
埼
玉
県
交
通
安
全
課
内
）

　

ｔ
０
４
８―

８
３
０―

２
９
５
８

　

平
成
21
年
４
月
に
町
内
公
立
小

・
中
学
校
に
入
学
予
定
の
お
子
さ

ん
の
保
護
者
を
対
象
に
、
入
学
説

明
会
を
行
い
ま
す
。

会
場　

各
通
学
区
の
小
・
中
学
校

※
対
象
者
に
は
１
月
中
に
通
知
し

ま
す
。　

問　

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
学

務
係
ｔ
内
線
５
３
１

◆
国
民
年
金
保
険
料
の
学
生
納
付

　

特
例
申
請
は
お
済
で
す
か
？

　

20
歳
以
上
の
人
は
、
学
生
で

あ
っ
て
も
国
民
年
金
に
加
入
を
し
、

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
経
済
的
に
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
困
難
な
人
の
た
め

に
、
後
払
い
を
す
る
こ
と
が
で
き

る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が
あ

り
ま
す
。

　

一
度
、
申
請
し
て
承
認
を
受
け

た
場
合
で
も
、
年
度
ご
と
に
毎
年

申
請
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
申

請
が
遅
れ
る
と
、
障
害
年
金
な
ど

が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

平
成
20
年
度
の
学
生
証
（
コ
ピ

　

ー
可
）、
年
金
手
帳
、
印
鑑

町
立
小
・
中
学
校
の

入
学
説
明
会
を
行
い
ま
す

学
生
の
み
な
さ
ん
へ

交
通
遺
児
等
援
護
金
に
つ
い
て

学校名 入学説明会日時 受付時間
毛呂山小学校 2月13日金　13:50 13:30 ～ 13:50
川 角 小 学 校 2月10日火　14:00 13:30 ～ 13:55
光 山 小 学 校 2月13日金　13:20 13:00 ～ 13:20
泉 野 小 学 校 2月10日火　13:40 13:20 ～ 13:40
毛呂山中学校 2月  6日金　15:30 15:00 ～ 15:30
川 角 中 学 校 2月  3日火　14:30 14:10 ～ 14:25

◆小・中学校入学説明会日程表◆

◆給付対象遺児◆

交通遺児
等の人数

同居世帯の
総所得額

１人 274万円以下
２人 312万円以下
３人 350万円以下
４人 388万円以下

５人以上 426万円以下
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山根荘趣味の会
　　　   の定例行事1 月

リサイクル情報
●ゆずりたい品物

・エアロバイク（無料）・油絵額（4・

6・8・10・20号、相談）・毛呂山

スイミングスクールバッグ、水着、Ｔ

シャツ（10回程度使用済、相談）・子

ども服２箱（80～100センチ、無料）

●ゆずってほしい品物

・左用グローブ（野球、小学高学年用、

無料）・シルバーカー（手押し車、相談）

・ノートパソコン（XP、中古、相談）

　紹介したい品物がありましたら、お気軽

にお申し込みください。また、交渉が成立

した場合には、必ずご連絡ください。

掲載期間　３か月

申・問　産業振興課商工観光係ｔ内線 175

※行事日程などについては、都合により変更

する場合があります。

※上記の趣味の会に入会を希望する人は、

次のところまでご連絡ください。

問　老人福祉センター山根荘 ｔ（２９４）５５４５

1 月の休館日
  1日  2日  3日  4日  5日
  6日10日11日12日17日
18日24日25日31日

ゲートボール 26日
ペ タ ン ク 19日
声 を 出 す 会   7日21日
謡 寿 会 13日27日
民 踊 同 好 会 26日

俳 句 の 会
  9日23日【季語 去年今年(こぞ
ことし)、初景色(はつげしき)】

囲碁・将棋の会
  7日  9日14日16日21日
23日28日30日

お 茶 の 会 16日30日
茜 会（ お 花 ）26日
ダンス同好会 16日23日
ぎんれい会 ( 大正琴 ) 16日30日
三味線・民謡の会   8日29日
手 芸 の 会 14日28日
カ ラ オ ケ 同 好 会   9日19日(年金受給者協会)30日
吟 友 会 14日28日
書 道 の 会 14日28日
舞 わ か ば 会 14日28日
フ ォ ー ク ダ ン ス お休み（ＦＤカトレア）9日23日
楓 会 お休み
押 し 花 の 会   7日
光 華 の 会 26日

※
雨
天
の
場
合
は
、
泉
野
小
学
校

体
育
館
に
お
い
て
、
式
典
お
よ
び

模
擬
店
の
み
実
施
し
ま
す
。

問　

西
入
間
広
域
消
防
組
合
消
防

　

本
部
総
務
課
警
防
担
当
ｔ
２
９

　

５―

０
１
５
４

　

平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
で
は
、

い
ま
だ
請
求
さ
れ
て
い
な
い
恩
給

欠
格
者
、
戦
後
強
制
抑
留
者
、
引

揚
者
の
「
ご
本
人
」
に
『
特
別
慰

労
金
』
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
（
ご

遺
族
の
方
は
、
対
象
と
は
な
り
ま

せ
ん
）
。
「
引
揚
者
」
は
、
終
戦
の

日
ま
で
引
き
続
き
１
年
以
上
外
地

で
生
活
し
て
い
て
、
戦
後
引
き
揚

げ
て
き
た
家
族
全
員
が
対
象
で
す
。

　

請
求
書
な
ど
は
役
場
福
祉
課
の

窓
口
に
あ
り
ま
す
。
請
求
期
限

は
平
成
21
年
３
月
31
日
ま
で
で
す
。

未
請
求
の
人
は
、
早
急
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

問　

独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事

　

業
特
別
基
金
錆
０
１
２
０―

２

　

３
４―

９
３
３
1
、
ま
た
は
役

　

場
福
祉
課
地
域
福
祉
係
ｔ
内
線

　

１
１
１
・
１
１
２

　　

町
教
育
委
員
会
で
は
、
「
生
き

る
力
を
育
む
学
校
教
育
の
推
進
」

の
一
環
と
し
て
町
内
小
・
中
学
校

の
「
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
」
を

推
進
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
毎
年

そ
の
成
果
に
つ
い
て
の
発
表
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

県
で
推
進
し
て
い
る
「
教
育
に

関
す
る
３
つ
の
達
成
目
標
」
や
「
学

力
向
上
」
の
取
組
を
は
じ
め
、
学

校
二
学
期
制
を
契
機
と
し
た
教
育

課
程
の
改
革
へ
の
取
組
や
各
学
校

の
実
践
の
様
子
を
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

　

ま
た
、
保
護
者
に
限
ら
ず
こ
の

機
会
に
広
く
町
民
の
皆
さ
ん
に
小

・
中
学
校
の
様
子
を
知
っ
て
い
た

だ
き
、
な
お
一
層
の
ご
支
援
や
ご

協
力
を
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
ど
な
た
で
も
ご
覧
に
な

れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

㊐　

１
月
30
日
金
午
後
２
時
～
４

時
30
分
（
受
付
は
午
後
１
時
40

分
～
１
時
55
分
）

場　

福
祉
会
館
ホ
ー
ル

内
容　

研
究
発
表
会
（
町
立
４
小

学
校
・
２
中
学
校
の
特
色
あ
る

学
校
づ
く
り
の
取
組
に
つ
い
て

の
発
表
）

※
申
込
み
不
要
で
す
。
直
接
会
場

に
お
越
し
く
だ
さ
い
（
入
場
無
料
）
。

問　

毛
呂
山
町
教
育
セ
ン
タ
ー
ｔ

２
９
５―

０
６
２
２

※
前
年
に
所
得
が
あ
る
人
は
源
泉
徴

収
票
や
確
定
申
告
書
の
写
し
な
ど

問　

役
場
住
民
課
国
保
年
金
係
ｔ

内
線
１
２
６
、
１
２
７

　

消
防
団
で
は
、
地
域
に
根
ざ
し

た
消
防
活
動
を
推
進
す
る
た
め
、

住
民
参
加
型
の
出
初
式
を
次
の
と

お
り
実
施
し
ま
す
。
ご
家
族
そ
ろ

っ
て
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
消
防
団
員
を
招
集
す
る

た
め
、
サ
イ
レ
ン
を
午
前
６
時
に

吹す
い
め
い鳴

し
ま
す
。
火
災
と
間
違
え
な

い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

㊐　

１
月
11
日
日
午
前
９
時
～
11

時
30
分

会
場　

毛
呂
山
総
合
公
園

イ
ベ
ン
ト
内
容　

消
防
車
搭
乗
体

験
、
煙
体
験
、
起
震
車
、
模
擬

店
（
豚
汁
、
甘
酒
の
無
料
配
布
）

な
ど

恩
給
欠
格
者
、
戦
後
強
制
抑

留
者
、
引
揚
者
の
皆
さ
ま
へ

平
成
21
年
消
防
団
出で

ぞ
め初

式

「
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
推

進
事
業
」
研
究
発
表
会

山
根
荘
は
、
町
内
在

住
で
60
歳
以
上
の
人

で
し
た
ら
、
ど
な
た

で
も
無
料
で
ご
利
用

に
な
れ
ま
す
。

毛呂山町役場　察（295）2112・捌（295）0771
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勤
務
内
容　

児
童
・
生
徒
の
登
下

　

校
時
の
立

り
っ
し
ょ
う哨

指
導

応
募
資
格　

町
内
に
在
住
し
、
交

　

通
安
全
に
熱
意
の
あ
る
人

勤
務
日
時　

授
業
の
あ
る
日
の
午

　

前
１
時
間
、
午
後
１
時
間
30
分

※
学
校
行
事
に
よ
り
、
立
哨
時
間

の
変
更
が
あ
り
ま
す
。

募
集
人
数　

３
人

賃
金　

時
給
１
５
０
０
円

採
用
予
定
日　

４
月
１
日
水

申
・
問　

１
月
20
日
火
ま
で
に
、

履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
を
、
役

場
生
活
環
境
課
交
通
防
犯
係
ｔ

内
線
２
１
３
に
提
出
。

　
対　

両
眼
矯
正
視
力
が
お
お
む
ね

0.3
未
満
ま
た
は
眼
科
医
の
判
断

に
よ
り
盲
学
校
で
の
教
育
が
適

当
と
さ
れ
る
人
。
平
成
21
年
４

月
現
在
満
３
歳
で
視
覚
に
障
害

の
あ
る
幼
児
。
平
成
21
年
３
月

に
中
学
校
卒
業
見
込
み
あ
る
い

は
中
学
校
卒
業
者
で
、
視
覚
に

障
害
の
あ
る
本
校
高
等
部
普
通

科
入
学
希
望
の
人
。

期
日　

２
月
５
日
木

場　

埼
玉
県
立
盲
学
校
（
川
越
市

　

笠
幡
85―

１
）

入
学
願
書
受
付　

１
月
９
日
金
～

　

15
日
木

※
相
談
・
見
学
は
随
時
お
受
け
し

ま
す
。

問　

埼
玉
県
立
盲
学
校
相
談
・
支

　

援
部
ｔ
２
３
１―

２
１
２
１
、

　

ｆ
２
３
９―

１
０
１
５

応
募
資
格　

保
健
師
の
有
資
格
者

　

お
よ
び
資
格
取
得
見
込
み
者

勤
務
時
間　

月
曜
日
～
金
曜
日

　

（
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分
）

募
集
人
員　

２
人

賃
金　

時
給
１
７
５
０
円

採
用
予
定
日　

４
月
１
日
水

申
・
問　

１
月
16
日
金
ま
で
に
、

履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
を
保
健

セ
ン
タ
ー
健
康
係
ｔ
２
９
４―

５
５
１
１
に
提
出
。

　

「
彩
の
国
み
ど
り
の
基
金
」
へ

の
ご
寄
附
に
あ
た
り
、
使
途
を
「
都

市
へ
の
植
樹
」
に
指
定
し
て
一
定

金
額
以
上
の
ご
寄
附
を
し
て
い
た

だ
い
た
人
に
は
、
記
念
プ
レ
ー
ト

を
植
樹
し
た
樹
木
に
設
置
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

記
念
プ
レ
ー
ト
の
設
置

５
万
円
以
上
の
ご
寄
附
の
場
合

／
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
結
婚
、
子
ど

も
の
誕
生
、
卒
業
、
退
職
な
ど
）

と
、
名
前
を
記
載
し
た
記
念
プ

レ
ー
ト
を
樹
木
の
脇
に
設
置
、

1
万
円
以
上
５
万
円
未
満
の
ご

寄
附
の
場
合
／
名
前
を
記
載
し

た
記
念
プ
レ
ー
ト
を
樹
木
に
取

り
付
け

申
・
問　

埼
玉
県
み
ど
り
再
生
推

　

進
室
ｔ
０
４
８―

８
３
０―

３

　

１
４
７

㊐　

１
月
７
日
水
午
前
10
時
～
正
午

場　

毛
呂
山
町
役
場
相
談
室

対　

障
害
（
身
体
・
知
的
・
精
神
）

の
あ
る
人
や
、
そ
の
家
族

相
談
内
容　

生
活
上
の
諸
問
題
な

ど
※
申
込
み
は
不
要
で
す
。
直
接
会

場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問　

役
場
福
祉
課
障
害
福
祉
係
ｔ

　

内
線
１
１
６
・
１
１
７
、
ｆ
２

　

９
５―

２
１
２
６

『
交
通
指
導
員
』
募
集

記
念
プ
レ
ー
ト
を
設
置
し

ま
せ
ん
か
？

埼
玉
県
立
盲
学
校

『
幼
稚
部
入
学
相
談
・
高
等
部

普
通
科
入
学
選
考
募
集
案
内
』

保
健
セ
ン
タ
ー

『
保
健
師
臨
時
職
員
』
募
集

入
間
西
障
害
者
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
出
張
相
談

相
談

ご

を

募
集
し
ま
す

■毛呂山・越生・鳩山公共下水道組合
受付期間　２月９日（月）～２７日（金）午前９時～１１時３０分、

　　　　　午後１時～４時（２月16日（月）および土・日曜日、祝

　　　　　日は除く）

受付場所　毛呂山・越生・鳩山公共下水道組合

提出方法　持参のみ（郵送は不可）

申請書類　毛呂山・越生・鳩山公共下水道組合ホームページから

　　　　　 ダウンロード、または組合総務担当で配布

業種・申請書様式

提出先・問合せ　毛呂山・越生・鳩山公共下水道組合総務担当

　　　　　　　　（毛呂山町川角 1510）ｔ（294）9333

　　　 　　　　　ｈ http://www.mohgesuidou.or.jp/

■西入間広域消防組合
受付期間　２月 2 日（月）～２７日（金）午前９時～正午、

　　　　　午後１時～４時（土・日曜日、祝日は除く）

受付場所　西入間広域消防組合総務課総務担当

提出方法　持参のみ（郵送は不可）

申請書類　西入間広域消防組合ホームページからダウンロード、　

　　　　　または総務課総務担当で配布

業種　業種の分類は、建設・業務・物品その他の３種類となって

　　　います。申請種類は、業種別に「建設（青）、業務（黄）、

　　　物品その他（緑）」と指定された色の A4 ファイルにとじて、

　　　提出してください。

提出先・問合せ　西入間広域消防組合総務課総務担当

　　　　　　　　（毛呂山町岩井 2451）ｔ（295）0147 内線 211

     　　　　　　 ｈ http://www.119nishiiruma.jp/

■坂戸地区衛生組合
受付期間　２月 2 日（月）～２７日（金）午前９時～１１時３０分、

　　　　　午後１時～４時（土・日曜日、祝日は除く）

受付場所　坂戸地区衛生組合事務所

提出方法　持参のみ（郵送は不可）

申請書類　坂戸地区衛生組合事務所で配布

提出先・問合せ　坂戸地区衛生組合

　　　　　　　　（坂戸市上吉田 651-1）

　　　　　　　　ｔ（283）3561

申請業種 申請書様式 ファイルの色
建設工事

組合様式

青

設計・調査・測量 黄

物品・その他 緑
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 水道課からのお願い
問　役場水道課業務係　ｔ（295）2112内線162

水道管を寒さから守りましょう
　冬は厳しい寒さで、水道管や水道メーター、蛇口などが凍ったり破損したりすることがあります。蛇口や水

道管が凍らないように露出している所に布などを巻き付け、メーターボックス内には発泡スチロールなどを入

れて寒さから守ってあげましょう。

水道メーターの確認を�
　近年、宅地内の漏

ろ う す い

水が多く発生しています。貴重な水を無駄にするばかりでなく、水道料金の負担が多くな

りますので、月に一度はメーターの確認をしてください。

確認方法　最初に蛇口などを全部閉めて水を使用しない状態にしてください。次に水道メーターの蓋
ふ た

を開けて、

　　左側にあるコマ（パイロット）を 10 秒から 30 秒くらい見て、コマ（パイロット）が回っているかどう

　　か確認してください。回っていなければメーターを過ぎてからの漏れはないと思われます。もし、回って

　　いたら漏水していると思われますので、町指定の水道工事店に依頼し、修理してください。

　　※宅地内漏水の修理などにかかる費用は自己負担になります。

　漏水箇所の管理区分については下図のとおりです。

　町管理区域は役場水道課へ、個人管理区域は個人負担と

なりますので、毛呂山町指定水道工事店へ連絡してくださ

い。なお、不明な点がございましたら役場水道課へお問い

合せください。

　又野亜希子さんは、交通事故により頸
け い ず い

髄を損傷。しかし、体内に宿った新し

い命により絶望の淵から救われ、現在は、自由に動かない体で必死に子どもを

育てています。「命の重さ」「愛の力」を改めて考えさせられる講演です。ぜひ、

ご参加ください。

日　時　１月２４日（土）午後２時～（午後１時３０分開場）

場　所　福祉会館ホール

入場料　無料

　※保育を希望する人は、事前に申込みが必要です。

又
ま た の

野亜
あ き こ

希子さん　　『子育て講演会』
申・問　教育委員会生涯学習課学習支援係　ｔ（295）2112　内線521　捌（295）3939

～愛は命に光を～

茶筒大の大きさで鉄のフタ、
又は青いプラスチックのフタ

乙止水栓
個人管理区域

町管理区域
（役場水道課へ連絡） （町指定水道工事店へ連絡）

コマ（パイロット）

漏水箇所および管理区分

メーター
ボックス

保育有り

茶筒大の大きさで鉄のフタ、
又は青いプラスチックのフタ

乙止水栓
個人管理区域

町管理区域
（役場水道課へ連絡） （町指定水道工事店へ連絡）

コマ（パイロット）

漏水箇所および管理区分

メーター
ボックス

毛呂山町役場　察（295）2112・捌（295）0771

業者名 住　所 電話番号
赤沼設備工業㈱ 長瀬343－1 294－8111
㈲厚目設備 前久保411 294－2906
㈲伊藤設備 大谷木453－5 295－2715
㈲オキタ 中央3－12－3 295－3708
鎌北建設㈱ 毛呂本郷1041 294－0035
㈱上村建業 毛呂本郷154 294－1173
㈲弘祐設備 前久保南3－18－26 295－1557
㈲埼玉リンク 旭台77－5 294－9491
㈲関根設備工業 下川原1006－9 294－2757
㈲創和設備 西戸945 294－1956
高橋電気㈱ 毛呂本郷3 294－1109
㈲中栄設備工業所 前久保868－2 294－0441
㈱戸口興業 苦林321 294－1787
㈲広沢設備 前久保南4－37－8 294－0807
㈱福田建設 岩井1980－2 294－5210
㈱ムラタ電工 川角870－3 294－1561
毛呂山清掃 大類522－1 294－0459
㈲吉倉設備工業 下川原882－13 294－3287

毛呂山町指定水道工事店一覧表（町内業者のみ）
H20.11.30 現在
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参
加

ご

を

　

歴
史
民
俗
資
料
館
の
協
力
団
体

の
１
年
の
成
果
を
展
示
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

展
示
期
間　

土
器
作
り
の
会
作
品

展
／
１
月
18
日
日
～
１
月
30
日

金
、
藍
染
め
サ
ー
ク
ル
作
品
展

／
２
月
１
日
日
～
２
月
26
日
木

時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

場　

歴
史
民
俗
資
料
館
特
別
展
示
室

問　

歴
史
民
俗
資
料
館
ｔ
２
９
５

―

８
２
８
２

～
高
齢
期
こ
そ
運
動
が
大
切
で
す
～

　

年
齢
と
と
も
に
身
体
の
機
能
は

衰
え
ま
す
。
機
能
低
下
を
予
防
す

る
に
は
毎
日
の
運
動
が
よ
い
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
教
室
に

参
加
し
て
、
専
門
の
指
導
員
に
よ

る
運
動
方
法
を
身
に
つ
け
て
み
ま

せ
ん
か
。

対　

65
歳
以
上
で
医
師
よ
り
運
動

　

制
限
の
指
示
の
な
い
人

内
容　

専
門
の
指
導
員
に
よ
る
筋

　

力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
ス
ト
レ
ッ

　

チ
や
有
酸
素
運
動
、
バ
ラ
ン
ス

　

訓
練
な
ど
の
軽
体
操
）

日
程　

１
月
19
日
月
、
26
日
月
、

　

28
日
水
、
２
月
２
日
月
、
９
日

　

月
、
16
日
月
、
25
日
水
、
３
月

　

２
日
月
、
９
日
月
、
16
日
月
、

　

23
日
月
（
全
11
回
）

時
間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

定　

30
人
（
先
着
順
）

場　

東
公
民
館
学
習
ホ
ー
ル
め
じ
ろ

申
・
問　

１
月
６
日
火
か
ら
役
場

　

高
齢
者
支
援
課
高
齢
者
福
祉
係

　

ｔ
内
線
１
１
８
・
１
５
６
・
１
５

　

７
で
受
付

対
象　

就
職
す
る
た
め
自
動
車
運

　

転
免
許
を
取
得
し
た
い
身
体
障

　

害
者
手
帳
所
持
者
で
、
公
共
職

　

業
安
定
所
に
求
職
登
録
を
し
、

　

運
転
免
許
試
験
場
の
適
性
審
査

　

に
合
格
し
、
当
セ
ン
タ
ー
が
入

　

所
を
認
め
た
人

期
間　

３
か
月
間

定　

各
期
25
人

料　

教
習
費
無
料

宿
舎　

身
障
者
専
用
宿
舎
あ
り
（
有
料
）

交
通　

送
迎
バ
ス
／
西
武
池
袋
線

　

東
久
留
米
駅
、
東
武
東
上
線
志

　

木
駅
、
Ｊ
Ｒ
武
蔵
野
線
新
座
駅

　

路
線
バ
ス
／
西
武
池
袋
線
ひ
ば

　

り
ヶ
丘
駅
ま
た
は
東
武
東
上
線

　

志
木
駅
か
ら
西
武
バ
ス
で
福
祉

　

セ
ン
タ
ー
入
口
下
車
徒
歩
２
分

『
土
器
作
り
の
会
』『
藍
染

め
サ
ー
ク
ル
』
作
品
展

『
健
康
づ
く
り
教
室
』

e
エ ル タ ッ ク ス

LTAX（地方税ポータルシステム）を導入します�
問　役場税務課　ｔ（295）2112　町民税課税係内線195･196、資産税課税係内線191・192

　毛呂山町では、地方税電子化の一環として eLTAX を導入します。eLTAX とは、地方税ポータルシステムの

呼称で、地方税における手続きを、インターネットを利用して電子的に行うシステムです。eLTAX は（社）地

方税電子化協議会が運営を行っています。

利用できる税目など
　法人町民税、固定資産税（償却資産）、町県民税（給与支払報告書など）、申請・届出（異動届など）

利用のメリット
・インターネットを利用して自宅やオフィスで手続きを簡単に行えます。

・今までそれぞれの地方公共団体に提出していたものが、窓口が一元化されたことにより、作成した電子データ

　をインターネットで送信するだけで自動的に振り分けられます。

　※ eLTAX を導入している地方公共団体に限ります。

・無料の eLTAX 対応ソフトウェア（PCdesk）を利用して簡単に作成できます。また、市販されている税務・

　会計ソフトウェアで作成した申告データなどを利用できます。

利用するには
　利用届出が必要になります。利用届出をするには電子証明書など、事前に準備していただくものがあります。

詳しくは、（社）地方税電子化協議会にお問い合せください。

ｔ 0570-081459　月～金（土・日・祝祭日、年末年始 12/29 ～ 1/3 は休業）午前 8 時 30 分～午後 8 時

ｈ http://www.eltax.jp/

　eLTAX とは別に e
イータックス

-Tax（国税電子申告・納税システム）もあります。e-Tax は、あらかじめ開始届出書を提

出（送信）し、登録をしておけば、インターネットで国税に関する申告や納税、申請・届出などの手続きができ

るシステムです。確定申告書なども作成コーナーで簡単に作成でき、添付書類なども添付する必要がなく、送信

するだけですので、とても便利です。詳しくは国税庁 e-Tax のホームページをご覧ください。

ｈ http://www.e-tax.nta.go.jp/

身
体
障
害
者
の
た
め
の

無
料
運
転
教
習



　

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
埼
玉
県
生
涯
学

　

習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
推
進
室
（
県

　

庁
内
）
で
入
手
可

申
・
問　

１
月
30
日
金
ま
で
に
所

　

定
の
申
込
書
（
募
集
要
項
に
添

　

付
）
を
同
室
ｔ
０
４
８―

８
３

　

０―

６
９
２
４
へ
提
出
。

　

「
平
成
20
年
度
越
生
、
毛
呂
山
班

児
童
生
徒
美
術
展
」
お
よ
び
「
越
生
、

毛
呂
山
班
特
別
支
援
学
級
児
童
生

徒
合
同
作
品
展
」
を
開
催
し
ま
す
。

㊐　

１
月
17
日
土
、
18
日
日
午
前

９
時
～
午
後
４
時

場　

中
央
公
民
館

問　

川
角
小
学
校
ｔ
２
９
４―

１

　

１
４
２
川
口
、
光
山
小
学
校
ｔ

２
９
４―

３
０
３
２
野
澤

㊐　

１
月
10
日
土
午
前
10
時
～
午

後
４
時

場　

永
源
寺
（
坂
戸
市
仲
町
12
─
69
）

内
容　

だ
る
ま
市
の
ほ
か
、
花
や
竹

細
工
な
ど
の
露
天
が
立
ち
並
び
ま

す
。
当
日
、
厄
除
け
、
合
格
祈
願

の
ご
祈き

と

う祷
も
行
わ
れ
ま
す
。
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情
報

レ
イ
ン
ボ
ー

問　

坂
戸
市
観
光
協
会
ｔ
２
８
３

―

１
３
３
１
ま
た
は
永
源
寺
ｔ

２
８
１―

０
０
６
１

㊐　

１
月
23
日
金
～
25
日
日
午
前

10
時
～
午
後
５
時

場　

坂
戸
市
文
化
会
館
ふ
れ
あ

内
容　

圏
央
道
建
設
に
よ
り
出
土

し
た
縄
文
時
代
か
ら
平
安
時
代

の
遺
物
展
示
と
土
器
パ
ズ
ル
・

勾ま
が
た
ま玉

作
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

料　

無
料

問　

坂
戸
市
教
育
委
員
会
ｔ
２
８

　

３―

１
３
３
１
内
線
５
８
７

　

武
蔵
越
生
七
福
神
め
ぐ
り
は
、

第
25
回
新
春
武
蔵
越
生

七
福
神
め
ぐ
り

開
運
�　

新
春
を
彩
る

だ
る
ま
市

い
ち
ゃ
ん
の
参
加
も
歓
迎
し
ま
す
。

お
い
し
い
ヤ
キ
イ
モ
と
楽
し
い
時

間
を
満
喫
し
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

㊐　

１
月
25
日
日
午
前
10
時
～
正

　

午
場　

歴
史
民
俗
資
料
館
屋
外
広
場

定　

15
組
（
先
着
順
）

対　

町
内
在
住
の
６
歳
以
下
の
子

　

ど
も
が
い
る
親
子

料　

３
歳
以
上
１
人
１
０
０
円

持
ち
物　

飲
み
物
、
汚
れ
て
も
い

　

い
服
装
、
軍
手

申
・
問　

１
月
５
日
月
～
１
月
16

　

日
金
ま
で
に
社
会
福
祉
協
議
会

　

ｔ
２
９
５―

３
１
１
１
で
受
付

対　

企
業
、
学
校
、
各
種
団
体
な
ど

期
日　

平
成
21
年
10
月
30
日
金
～

　

11
月
３
日
祝

場　

さ
い
た
ま
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー

　

ナ
、
け
や
き
広
場
ほ
か

内
容　

生
涯
学
習
見
本
市
／
情
報

　

や
教
材
・
素
材
、
商
品
な
ど
の

　

ブ
ー
ス
出
展
、
生
涯
学
習
体
験

　

広
場
／
体
験
教
室
や
ス
テ
ー
ジ

　

発
表
、
参
加
事
業
／
シ
ン
ポ
ジ

　

ウ
ム
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
講
演
会

　

な
ど
の
実
施

費
用　

６
平
方
メ
ー
ト
ル
／
15
万
円
、

　

12
平
方
メ
ー
ト
ル
／
30
万
円

募
集
要
項　

ま
な
び
ピ
ア
埼
玉
ホ

『
ま
な
び
ピ
ア
埼
玉
２
０
０
９
』

へ
の
出
展
・
参
加
の
ご
案
内

美
術
展
お
よ
び
作
品
展

開
催
の
お
知
ら
せ

健
康
づ
く
り
と
招
福
、
長
寿
、
蓄

財
を
願
っ
て
歩
く
12
・
６
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
（
所
要
時
間
／
約
３
時
間

30
分
）
の
自
然
豊
か
な
コ
ー
ス
で
す
。

㊐　

１
月
４
日
日

受
付
時
間　

午
前
９
時
30
分
～
10

時
30
分

受
付
場
所　

法
恩
寺
（
越
生
駅
前
）

問　

越
生
町
経
済
課
観
光
商
工
担

　

当
ｔ
２
９
２―

３
１
２
１

申
・
問　

身
体
障
害
者
運
転
能
力
開

　

発
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
通
称
東

あ
ず
ま
え
ん

園
）

　

ｔ
０
４
８―

４
８
１―

２
７
１
１
、

　

ｆ
０
４
８―

４
８
１―

６
５
７
８

　　

相
談
員
の
お
兄
さ
ん
お
姉
さ
ん

と
も
ち
つ
き
を
し
よ
う
�　

つ
き

た
て
の
お
も
ち
を
食
べ
て
、
外
で

遊
ん
で
、
冬
の
寒
さ
を
吹
き
飛
ば

そ
う
�

㊐　

1
月
17
日
土
午
前
10
時
～
午

後
４
時

場　

中
央
公
民
館
調
理
室

内
容　

も
ち
つ
き
。
お
も
ち
を
食

　

べ
た
後
、
屋
外
で
の
レ
ク
リ
エ

　

ー
シ
ョ
ン

対　

町
内
の
小
学
生

持
ち
物　

上
履
き

※
申
込
み
不
要
。
直
接
会
場
へ
。

問　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
学

習
支
援
係
ｔ
内
線
５
２
１

　

も
ろ
や
ま
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
で
は
、
日
ご
ろ
な
か
な
か
子
ど

も
と
遊
ぶ
時
間
が
取
れ
な
い
、
父

親
同
士
で
知
り
合
う
機
会
が
な
い

と
い
う
お
父
さ
ん
の
地
域
交
流
の

き
っ
か
け
作
り
と
し
て
、
ヤ
キ
イ

モ
タ
イ
ム
を
開
催
し
ま
す
。
お
じ

子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

『
お
父
さ
ん
の
ヤ
キ
イ
モ
タ
イ
ム
』

青
少
年
相
談
員
に
よ
る

『
冬
の
遊
び
会
』

問　教育委員会生涯学習課学習支援係　
　　ｔ（295）2112内線522

日時　1 月 11 日 ( 日 )
　　　　午後１時３０分～　　　　　　

　　　　（受付は午後０時３０分から）

場所　毛呂山町福祉会館ホール

対象　昭和63年４月２日から平成元年４

　　月１日までに生まれた人

■対象者には、案内状を送付しましたが、

未着または住民登録のない人で参加を

希望する人は、生涯学習課までご連絡

ください。

第５３回 毛呂山町成人のつどい

ご
寄
附

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

▼
福
祉
基
金
と
し
て

金　

６
７
０
０
円

　

異
業
種
交
流
歩
の
会　
　

様

金　

８
２
１
４
円

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
国
連
支
援
交

流
協
会
住
環
境
整
備
支
援

事
業
部　
　
　

   　
　

様

第
12
回
坂
戸
市
埋
蔵
文
化
財

出
土
品
展

毛呂山町役場　察（295）2112・捌（295）0771
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町
内
在
住
・
在
勤
者
な
ど
の
写

真
愛
好
者
が
一
同
に
会
し
、
「
親

睦
と
写
真
技
術
の
向
上
を
目
的
」

と
し
て
、
第
７
回
毛
呂
山
写
真
愛

好
者
作
品
展
を
行
い
ま
す
。
約
１

０
０
点
の
力
作
を
、
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

㊐
／
１
月
10
日
土
～
12
日
祝
午
前

９
時
～
午
後
５
時
（
最
終
日
は
午

後
４
時
ま
で
）　

場
／
東
公
民
館

ギ
ャ
ラ
リ
ー　

主
催
／
毛
呂
山
写

真
愛
好
者
作
品
展
実
行
委
員
会　

後
援
／
毛
呂
山
町
、
毛
呂
山
町
教

育
委
員
会
、
毛
呂
山
美
術
協
会　

問
／
ｔ
２
９
４―

０
１
７
０
奥
隅

　

申
込
み
は
不
要
で
す
。
当
日
、

直
接
会
場
ま
で
お
友
達
を
お
誘
い

の
う
え
お
越
し
く
だ
さ
い
。
な
お
、

２
月
25
日
水
の
リ
ト
ミ
ッ
ク
終
了

後
（
午
前
11
時
30
分
～
）
に
説
明

会
を
行
い
ま
す
の
で
、
入
会
希
望

者
は
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

㊐
／
１
月
28
日
水
午
前
10
時
～
11

時
（
２
、
３
歳
児
）、
午
前
11
時
～

正
午
（
１
、
２
歳
児
）、
２
月
25
日

水
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

（
合
同
）   

場
／
中
央
公
民
館
視
聴

覚
室　

対
／
平
成
17
年
４
月
～
平

成
19
年
11
月
生
ま
れ
の
幼
児
と
そ

の
保
護
者　

参
加
費
／
１
０
０
円

問
／
ｔ
２
９
５―

８
７
８
２
國
田

　

楽
し
い
リ
ズ
ム
体
操
を
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
無
料
体
験
・
見
学
に

い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

活
動
日
・
場
所
／
第
２
・
４
水
曜

日
▽
中
央
公
民
館
、
第
１
・
３
水

曜
日
▽
東
公
民
館　

時
間
／
午
前

９
時
20
分
～
11
時　

会
費
／
月
額

２
０
０
０
円
（
入
会
金
１
０
０
０

円
）
持
ち
物
／
体
育
館
履
き
、
バ

ス
タ
オ
ル
、
運
動
し
や
す
い
服
装

問
／
ｔ
２
８
２―

５
５
３
０
森
田

　

第
17
回
神
愛
ホ
ー
ム
チ
ャ
リ
テ

ィ
ー
バ
ザ
ー
の
た
め
に
バ
ザ
ー
用

品
の
提
供
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援
を
、
神

愛
ホ
ー
ム
の
施
設
と
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
役
立
て
ま
す
。

バ
ザ
ー
日
時
／
２
月
22
日
日
午
後

１
時
～
３
時
30
分　

場
／
福
祉
会

館　

取
り
扱
え
な
い
も
の
／
大
型

家
具
、
保
証
書
の
な
い
電
化
製
品

な
ど　

共
催
／
社
会
福
祉
法
人
神

愛
ホ
ー
ム
、
神
愛
ホ
ー
ム
後
援
会 

問
／
児
童
養
護
施
設
神
愛
ホ
ー
ム

（
大
谷
木
２
１
４―

１
）
ｔ
２
９
４

―

０
０
４
０

　

園
庭
や
お
部
屋
で
自
由
に
遊
べ

ま
す
。

㊐
／
１
月
13
日
火
、
２
月
10
日
火

午
前
10
時
～
11
時　

場
／
養
光
保

育
園　

対
／
未
就
園
児
の
親
子　

申
・
問
／
前
日
ま
で
に
養
光
保
育

園
ｔ
２
７
６―

１
４
７
３
に
申
込

み

神
愛
ホ
ー
ム
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

バ
ザ
ー
用
品
提
供
の
お
願
い

第
７
回
毛
呂
山
写
真
愛
好
者

作
品
展

『
ハ
ピ
ネ
ス
（
リ
ズ
ム
体
操
）』

会
員
募
集

『
ア
ン
パ
ン
マ
ン
こ
ど
も
ラ
ン
ド
』

公
開
・
体
験
リ
ト
ミ
ッ
ク

『
養
光
保
育
園
』
園
庭
開
放

 

　平成15年の運用開始から、約５年が経過し、この間、道路や排水などの

都市基盤が脆
ぜいじゃく

弱なままでの開発進行などの問題が指摘されています。

　このような状況から、県の「指定運用方針」が改正され、これに基づき

区域の見直しを実施します。そこで右記のとおり説明会を開催します。

■１１号区域とは

　市街化調整区域内の既存の集落において、農振農用地や甲種・一種農地

などを除き、一定の道路や排水先が存在する区域について、町長が県知事

に申出を行い、県から指定を受けた区域です。

　立地可能な建築物　原則として第二種低層住居専用地域に建築できる建築物（共同住宅等を除く）で高さが

　　10ｍ以下のもの。ただし、小田谷の千代田地区は、第一種住居地域または第一種中高層住居専用地域に建

　　築できる建築物。

　最低敷地面積　原則として一区画300平方メートル以上

都市計画法第34条第11号区域（旧第8号の3）の見直しをします
　問　役場まちづくり整備課都市計画係　ｔ（２９５）２１１２内線１４３・１４４・１４５
　　　埼玉県都市整備部開発指導課　ｔ０４８（８３０）５４８６

情
報
交
換

開催日時 開催場所

１月17日（土）
　午前10時
　～11時30分

東公民館　

学習ホール

めじろ

１月18日（日）
　午前10時
　～11時30分

中央公民館

２階視聴覚室
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　固定資産税は、毎年１月１日時点で存在する建物の所有者に課税されます。次の①～③に該当する人は、役場

税務課までご連絡をお願いします。

①平成２０年内およびそれ以前に新築・増築、または平成２０年内に新築・増築予定で、まだ家屋調査を行っていない場合

②平成２０年内およびそれ以前に建物を全部または一部取壊しをした場合

③火災・地震などの災害により、建物に大きく傷みが生じた場合

　※建物の大きさに関わらず、物置・車庫などについても、固定資産税の課税対象となるものがあります。

■家屋調査について
　家屋調査では、国の定めた基準により、屋根・外壁・天井・内壁・床・設備などの仕上げ部材、キッチン・ト

イレなどについても調査しますので、あらかじめご了承ください。

　また、毛呂山町内全域を対象として家屋の現況調査を行っています。この調査はより一層の適正な課税を確保

するために、固定資産課税台帳の記載内容と現況の建物が一致しているかを確認する調査です。調査にあたって、

現地の建物の状況を確認させていただく場合がありますので、住民の皆さまのご理解、ご協力をお願いします。

　なお、税務課の職員が調査を行う場合は、必ず身分証明書を携行しています。以前、この調査に便乗した業者

が戸別訪問をしているケースが見受けられましたので、必ず身分証明書を確認してください
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

。

建物の新築・増築・取壊しなどがあった場合にはお知らせください�

　事業用の資産（土地・家屋以外のもの）は、償
しょうきゃく

却資産として固定資産税の課税対象となります。平成 21 年１

月１日現在で償却資産を所有している人は申告が必要になります。

申告期限　２月２日（月）まで

申告場所　役場税務課資産税課税係

　※平成２０年度に償却資産を所有していた人には、申告書を郵送しますので期限内に返送してください。

■償却資産とは
　会社や個人で工場や商店などを経営している人が所有する、その事業のために用いることができる資産で、所

得の計算上、損金または経費に算入される次に示したものなどをいいます。

①構築物･･････････････････舗装道路、塀など

②機械および装置･･････････旋
せ ん ば ん

盤、工作機械など

③車両および運搬具････････ブルドーザーなど（自動車税・軽自動車税が課税されていないもの）

④工具・器具および備品････冷暖房設備、自動販売機、陳列ケース、ロッカーなど

　※申告書郵送の有無にかかわらず、該当する資産を所有している場合には、必ず申告が必要です。ご不明な点

　は、役場税務課資産税課税係までお問い合わせください。

■償却資産の耐用年数が変わりました�
　平成２０年度の税制改正で、「減価償却資産の耐用年数等に関する省令」が改正され、機械および装置を中心

に資産区分の見直し、耐用年数の変更が行われました。したがって、平成２１年度分の申告より改正後の耐用年

数を用いることになります。なお、機械および装置が改正後のどの資産区分に該当するかなど、耐用年数の取扱

いについてご不明な点がありましたら、役場税務課資産税課税係までお問い合せください。

問　役場税務課資産税課税係　　ｔ（295）2112内線191･192

事業用の資産をお持ちの人は申告が必要です！
問　役場税務課資産税課税係　　ｔ（295）2112内線191･192

毛呂山町役場　察（295）2112・捌（295）0771
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※埼玉医科大学病院（毛呂本郷 38 ℡ 276-1465）は、
救急部が日曜・祝日を問わず救急患者を受け入れています。

1月の在宅当番医　9:00～12:00
日にち 医療機関名 専　科 住　所 電　話
１/  1 祝 越生メディカルクリニック 内科 越生町黒岩 199-1 277-1119
１/  2 金 平間小児科医院 小児科 毛呂山町旭台 89-1 295-2655
１/  3 土 市川医院 内科・小児科 越生町越生981 292-3011
１/12 祝 もろやま眼科 眼科 毛呂山町岩井西 2-11-8 294-4113

健診※対象者には個別に通知します。

４か月児健診　　　

10か月児健診 　　

１歳６か月児健診　
３歳児健診

予防接種
ＢＣＧ予防接種
麻しん風しん（ＭＲ）予防接種
三種混合

つくしんぼ（赤ちゃん）サロン
日　時　1月22日木　10:30 ～ 11:30（受付は10:00 ～ 10:15）
内　容　親子遊びの紹介、参加者の交流
対　象　３か月～１歳３か月の第一子

1月  6日火

1月27日火

1月21日水

1月20日火

1月13日火 申  1/  6火から
1月14日水 申  1/  7水から

1月8日木、9日金 申12/25木から

成人健康相談
1月  7日水、28日水 9:30 ～ 11:30　場役場ホール
1月16日金　　　  　 9:00 ～ 12:00　場保健センター

老人健康相談（山根荘利用者のみ）
1月15日木　　　   　9:30 ～ 11:30　場山根荘

電話相談　月～金曜日（祝日を除く）9:00 ～ 12:00

子 ど も

 個別健康診査  受診は年１回

日　時　2月2日（月）から3月31日（火）　　　　　 　20人
申込み　1月5日（月）から1月19日（月）　　　　　 　500円
対　象　平成20年１2月末までに長寿（後期高齢者）

医療制度に加入している人

　　　　①保健センターに申込み、受診券を受け取る。

　　　　②下記医療機関から１箇所を選び、健診の予約をして受診する。

場　所　埼玉医科大学病院健康管理センター、柴﨑

皮膚科医院、 長瀬クリニック、根岸内科医院、初野

医院、毛呂病院、ゆずの木台クリニック、市川医院、

越生メディカルクリニック

手　順

費　用  

日　時　1月22日（木）　　13:10 ～ 16:00
　　　　（受付は13：10 ～ 13：20）
内　容　講話、歯科検診、歯みがき指導、計測など

対　象　平成18年2月から12月生まれの子
持ち物　母子健康手帳・タオル・歯ブラシ・コップ・筆記用具
申込み 　1月5日（月）から（先着40組）
　※来所1時間前から飲食禁止。飲食の持込も禁止。

日　時 1月22日（木）（木）（木） 13:10 ～ 16:00
２歳児歯科教室

 健康相談

日　時　2月13日（金）
　午前の回/10:00 ～ 11:30（受付は10:00 ～ 10:30）
　午後の回/13:30 ～ 16:30（受付は13:30 ～ 14:00）
※受付15分前に整理券配布。午後のみ離乳食指導あり。
対　象　乳幼児とその保護者
申込み　1月27日（火）から受付

育児学級 身体測定・育児相談など

日　時　2月2日（月）・6日（金）・14日（土）・20日（金）
　　　　13：30 ～ 16：00ごろ　
対　象　初妊婦

申込み　1月5日（月）から（先着20人）

日　時 2月2222日日日（月）・6日（金）・14日（土）・20日（金）（月）・6日（金）・14日（土）・20日（金）（月）・6日（金）・14日（土）・20日（金）
母親学級初めてお父さんになる人も大歓迎！

日　時　1月24日（土）　 9:30 ～ 11:30　定　員 30人

申込み　1月 6日（火）から※電子申請でも申込み可
対　象　40歳から64歳までの人

メタボリックシンドローム予防教室

日　時　1月29日（木）　13:30 ～ 15:30
申込み　12月24日（水）から
　　　　※電子申請でも申込み可
定　員　先着50人

対　象　40歳以上
内　容　乳がんの最新知識とその予防について、自

己検診法について
講　師　埼玉医科大学国際医療センター医師

乳がん予防教室
　日本人の主要死因の第１位は、悪性新生物（いわゆ
る「がん」）です。そのなかで乳がんは、年々増加傾
向を示しています。発症年齢は40歳から増え始め50
歳代では最も死亡者が多くなります。日常生活で気を
つけることや乳がん予防のポイント・自己検診法につ
いての教室を開催します。お気軽にご参加ください。

定 員  

　　
保健セン

ターからのお知らせ申込み・問合せ・実施場所
保健センター　℡ 049（294）5511

※保健センターへの電話のかけ間違いが大変多く

なっています。よくご確認のうえ、おかけください。
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法律相談 人権・行政相談 心配ごと相談
 

結婚相談

教育相談 消費生活相談
 

行事カレンダー行事カレンダー1月の

1 月の相談コーナー

毛呂山町役場 ☎（２９５）２１１２

■弁護士（要予約）

　1月8日木、26日月

　13:30～16:00

■行政書士
　1月21日水

　10:00～15:00

場　所　役場会議室

問合せ　総務課自治振興係

　　　　ｔ内線314

　土地家屋のトラブル、交

通事故、金銭貸借や補償、

相続問題など

1月8日木13:00～16:00
場　所　役場会議室
問合せ　総務課自治振興係
　　　　ｔ内線314
　人権問題・行政に関する
苦情など

　月～金 10:00 ～ 16:30

場　所　教育センター

電話相談番号ｔ (295)2525

　不登校、いじめ、しつけ

など

毎週木曜日 10:00 ～ 15:00
場　所　役場相談室
問合せ　産業振興課商工観
　　　　光係ｔ内線175
　違法な契約や商品の苦情
など

毎週水曜日 10:00 ～正午
場　所　福祉会館
問合せ　社会福祉協議会
　　　　ｔ (295)3111
　生活上の悩み、困りごと
など 　相談を希望される方はお

気軽にご相談ください。後

日、町から委嘱された結婚

相談員がご相談にのりま

す。

申込み・問合せ
　産業振興課農林係

　ｔ内線 172

日 月 火 水 木 金 土
１ 元日 ２ ３大安 赤口 先勝 

図歴児体グテ 図歴児体グテ 図歴児体グテ

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10友引 先負 仏滅 大安 赤口 先勝 友引

図歴児体グテ 図歴児体グテ
・官庁仕事始め

・体育施設
　2月分調整会議
　場総合公園

・小・中学校授業開始
・入間西障害者相談支援
　センター出張相談
　場役場相談室→P16

・子育てサロン
　場東公民館

・子ども映画会
　場図書館→P11

11 12 成人の日 13 14 15 16 17先負　 仏滅 大安 赤口 先勝 友引 先負

児
・毛呂山町成人のつどい
　場福祉会館→P19
・消防団出初式
　場総合公園→P15
・2月分総合公園予約日
　場総合公園

図児 歴 ・ぴょんぴょん広場
　場児童館→P11

・トレーニング機器説明会
　場総合公園
・おやじ広場
　場児童館→P11
・冬の遊び会
　場中央公民館→P19
・越生・毛呂山班児
　童生徒美術展
　場中央公民館→P19

18 19 20 21 22 23 24仏滅　 大安 赤口　 先勝　 友引 先負 仏滅

児
・越生・毛呂山班児
　童生徒美術展
　場中央公民館→P19

図歴児体グテ
・健康づくり教室
　場東公民館→P18

・ぴょんぴょん広場
　場児童館→P11

・つくしんぼサロン
　場保健センター→P22
・子育てサロン
　場福祉会館
・2歳児歯科教室
　場保健センター→P22

・子育て講演会
　場福祉会館→P17
・おはなし会
　場図書館→P11
・メタボリックシン
　ドローム予防教室
　場保健センター→P22

25 26 27 28 29 30 31大安 先勝 友引 先負 仏滅 大安 赤口

児
・お父さんのヤキイ
　モタイム
　場資料館→P19

図歴児体グテ
・健康づくり教室
　場東公民館→P18

・幼児クラブ火曜コ
　ース
　場児童館→P11

・健康づくり教室
　場東公民館→P18

・乳がん予防教室
　場保健センター→P22
・幼児クラブ木曜コ
　ース
　場児童館→P11

・夜間納税窓口
　場役場→P14
・特色ある学校づく
　り研究発表会
　場福祉会館→P15

・休日納税・納入窓口
　場役場→P14

場＝場所

図図書館　歴歴史民俗資料館　児児童館
体総合公園体育館　ググラウンド（大類・
総合公園）テ川角公園テニスコート

施設のお休みマーク
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人口 37,146 人 ( － 16 人 )
【男18,547人(－6人)　女18,599人(－10人)】
世帯 14,918 戸 ( ＋ 4 戸 )
※平成 20 年 12 月１日現在 ( カッコ ) 内は前月比

□広報もろやまは、役場ホール、両公民館、図書館、保健センター、教育センター、総合公園体育館、歴史民俗資料館、福祉会館に置いてあります。

広報もろやま　12 月 20 日号　Ｎｏ 820

■発行　毛呂山町　■ 1 部当り　34.8 円　

■編集　秘書広報課広報広聴係

〒 350 － 0493 埼玉県入間郡毛呂山町中央２丁目１番地

ＴＥＬ 049(295)2112　Ｆａｘ 049(295)0771

ＵＲＬ http://www.town.moroyama.saitama.jp

徒然歳時記

最近、同僚に誘われて鯛
た い ご も く

五目釣りにでかけました。船酔いも

なく、楽しい釣りを経験し、すっかりはまってしまい、今で

はワカシ、イナダ釣りに出かける始末。徒然歳時記にも寒鰤

を登場させるなど、すっかり海の魚に魅せられてしまいまし

た。こんな私ですが、これからもよろしくお願いします。(Y)

　「ぶりはまち 元はいなだの　出世魚」
という川柳があるほどブリは、昔から人び
とに親しまれている魚です。ブリは、大
きさによって、呼び名が変わり、80センチ
メートル以上のものをブリと呼びます。関
東地方では、ワカシ、イナダ、ワラサ、ブリに、関西地方では
ツバス、ハマチ、メジロ、ブリと名前が変わります。その昔、
武士や学者などは、元服の際や、出世にともなって名前を変え
る習慣がありました。成長に伴って出世するように名前が変わ
る魚をこれになぞらえて出世魚と呼びました。
　ブリは、12月から２月までの厳冬期が旬で、この時期のブリ
を寒ブリと呼びます。とくに、北陸地方で水揚げされる寒ブリ
は、脂がのって身がしまり、築地市場でも高値で取引されます。
　寒ブリは、刺身や照り焼き、アラを大根とともに煮付けたブ
リ大根や、表面を火で炙

あぶ

ったブリのたたき、皮を引き薄くスラ
イスした身をさっとお湯にくぐらせるブリしゃぶなど、調理法
にはこと欠きませんし、捨てるところがない魚と言われ、ビタ
ミン、ＤＨＡなどの栄養も豊富です。
　そろそろ寒ブリの出回る季節になりますので、みなさんも脂
ののったブリを買ってきて、ブリ料理を楽しまれてはいかがで
しょうか。

 阿部　美咲ちゃん

　（１歳４か月）　

　 ワ ン ワ ン ・ 三 輪

車 ・ ズ ー ミ ン に 天

気予報と好きなもの

はたくさんあるけれ

ど、なかでも食べることが大～好き�

たくさん食べて元気に育ってね。

岩野　清
き よ か

香ちゃん

　（３歳）
　毛呂山町に来て１

年半になりました。

アンパンマンとプー

さ ん が 大 好 き な １

人っ子です。来年から幼稚園へ行きます。大勢

のお友達といっぱい遊びたいな。

■秘書広報課では「わがやのアイドル」を募集中です。

申・問　役場秘書広報課ｔ（295）2112 内線 332

県営住宅毛呂山いわい団地付近より
毛呂山中学校方面を望む写真

（昭和 53 年１月 26 日）( 杉田幸夫さん提供 )
　まだ、スーパーや住宅なども建設される前で、毛呂山中学校の校舎と
体育館がよく見渡せます。手前には、田んぼも残っていて、のどかな雰
囲気を醸

かも

し出しています。

現在の風景

昭和50年代ごろまでの昔
の写真を募集しています。
提供いただける方は、役場
秘書広報課広報広聴係ｔ
（295）2112内線332
までご連絡ください。

募  集  中

寒
かん

 鰤
ぶり
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